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２０２４年度（令和６年度）学校評価自己評価表  

 

 

Ⅰ 福山市 
 

 

 Ⅱ 中学校区 
 

  

 

 

 

 

 
   
 Ⅲ 自 校 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

夢をもち 社会で活躍できる児童の育成 

現 状 

＜児童生徒＞ 
・「考える(考え合う)ことがおもしろい」の肯定的評価は，84％ 
「標準学力テストで正答率が40%未満の児童」は，国語7.9％，算数14.9％ 
自分達で計画・実践する学習活動や学校行事等を実施している。 

 
 
＜授業＞ 
・自身の実践をリフレクションにまとめ，授業づくりについて対話を行って
いる。また，リフレクションの視点を児童に示し，学びをふり返られるよう
にしている。 

・授業づくりの視点を具体的に示し，授業実践をしていくことに課題がある。 

至誠中学校区 校番７３ 福山市立山南小学校 
   

 最終更新日 20２4 年（令和 6 年）4 月１６日 

 ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・確かな学力の定着や学習習慣の確立及び基

礎体力に課題がある。 

・積極的に挨拶をすることができ規範意識が

高いが，自己肯定感が低い児童・生徒もいる。 

・自分で考えて行動することが苦手である。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・至誠中学校区 3 校で義務教育修了段階の子

どもの姿を共有し，教育活動の充実を図る。 

・一人ひとりの個性を尊重し，多様性社会の担

い手の育成に向けた取組を推進する。 

 

ミッション 

どんな社会の変化も肯定的にとらえ，他者と協働しながら未来社会で生きる子
どもを育成する学校 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
主体的に学び合う力 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
課題を発見し，自分で考え，協働して解決することができる子ども 

中学校区として 
統一した取組等 

〇授業づくり 

単元で『身につけるスキル』を明確にした授業を通して，主体的・対話駅で深い学びの実

現を目指す。 

 

育成する力 

(21 世紀“スキル&倫理観”) 

めざす子ども像 

１ 自分から進んで

取組む力（主体

性） 

２ 友達と協力す

る力（協働性） 

３ 目標に向かって

やり遂げる力(や

りきる力) 

４ みんなのことを考

えみんなのために働

く力（社会貢献力） 

１
・
２
年 

自力解決や協働解
決の素地が育って
いる 
理由をつけて自己の

考えを表現できる 

自分にとってふさ
わしい目標やめあ
てを決めて学習す

る。 

自分の意見やアイ
ディアを友達に納
得してもらえるよ

うに説明し合う。 

自分でやると決めた

ことを最後までやり

遂げる。 

相手の気持ちを考え
ながら，互いの存在や
立場を尊重しようと

する。 

3 

・ 

4 

年 

多様な主体的・協働
的な活動ができる 
自己の考えを活動を

伴って検証できる 

リフレクション 

グループやクラス
での話し合いの時
に自分の考えや意

見を積極的に出す。 

グループワークの
時に，友達と協力
して課題やめあて

に取組む。 

目標に向かって諦め

ずに挑戦する。協力

して活動する。 

公共の利益のことを
考えようとする。 
 

５ 

・ 

６ 

年 

自己決定を含む主
体的・協働的な活動
ができる 
リフレクションを通

して自己の考えを発

展できる 

グループや自分で
決めた計画にそっ
て，進んで調べたり

作ったり発表する。 

友達の良いところ
やアドバイスを生
かし合って，より

良い考えや作品を
作る。 

自分で目標を立て，

目標達成に向けて主

体的に行動してい

る。 

人や社会の役に立て
たことへの喜びや達
成感を感じている。 

   

研究 

テーマ 自分の考えをもち，他者と協働しながら解決しようとする児童の育成 

内容等 
主体的に問いを立てる・児童が自らの課題を見つける 

人とのかかわりあいの中で，自分の思いや考えを持つ・他者と協働しながら解決していく 

めざす授業の姿 

○目標やめあてを決め，ふりかえる場がある。 

○協働し解決する場がある。 

○目標に向かってやりとげる場・機会がある。 

○みんなのことを考えみんなのために働く場がある。 
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年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

２ 学びに向かい，

学び続ける児童

の育成 

★ 継

続 

児童の実態をも
とにした指導方

法を工夫し，学
力の向上を図
る。 

・日々の授業で，自分の考え

をもち，言葉や数に着目し

た協働的な学びにする。 

・児童の実態を把握し，個に

応じた指導を工夫する。 

・教材研究日を設定し，全員

で教材研究を行う。 

・国語，算数の単元末テスト

で 40% 未満の児童を

10%以下にする。 

・児童アンケート「自分の考

えをもって学ぶことがで

きた」「自分の考えを深め

ることができた」の2項目

で肯定的評価80%以上に

する。 

 

  

  

   

 

 一

部

変

更 

振り返りにより
学びを価値付
け，主体的に粘

り強く学習に取
り組む。 

・学習活動の中に振り返り

をする時間を確保する。 

・どのようにして課題解決

をしたのかを振り返り，次

の学習につなげる。 

・年5回の授業研究での児童

の振り返りを協議会で交

流する。 

・次につながる振り返りを

書くことができる児童７

０％以上にする。（教職員

アンケート） 

 

  

  

   

 

２ 自他と学校，地

域を大切にする

児童の育成 

 継

続 

児童主体の学習
活動や学校行事
等を推進し，児

童の自己肯定感
や郷土愛を育成
する。 

・山南スポーツフェスティ

バルや山南フェスティバ

ルなど，行事への取組過程

や終了後等に互いの努力

を認め合える場を設定す

る。 

・児童アンケートの自己肯

定感・有用感に関する

「自分によいところがあ

る」「人の役に立ててう

れしい」の 2 項目で肯

定的評価を 80％以上に

する。 

 

 

   

  

   

 

・生活科や総合的な学習

の時間等で地域の人，

もの，ことを積極的に

活用し，地域のよさに

触れる機会や場を設定

する。 

・「地域の人や課題などに

児童が直接触れる機会を

持てている」「山南が好

きである」の２項目で肯

定的評価 85%以上にす

る。 

 

  

  

   

 

 継

続 

自己の体力や生
活についての課

題を知り，より
よい自分を目指
して取り組む。 

・体力・生活について自己目

標を設定して取り組み，自

己評価する。 

・生活ふり返り週間で運動

と就寝時刻の 2 項目に

おいて，児童の肯定的評

価 80％以上にする。 

 

  

  

   

 

・体育科での基礎体力向上

の取組や外遊びを推進し，

体力の向上を図る。 

・質問紙での「運動するこ

とは好き」や「体育の授

業は楽しい」と答えた児

童の肯定的評価を９０％

以上にする。 

２ 意欲，やりがい

を発揮できる教

育環境の整備 

 継

続 

働き方改革を進
め，教材研究や

児童と向き合う
時間を確保す
る。 

・困ったことや自分が挑

戦しようとしているこ

とを気兼ねなく発言で

きる風通しの良い職員

室づくりを行う。 

・「授業づくりなど学校内

の活動について，失敗を

恐れずに挑戦することが

できている。」教職員の

肯定的評価を８０％以上

にする。 

 

  

  

   

 


